
 

 

町田市学校支援ボランティア感謝状贈呈式が、2020年2月20日（木）午後2時より町田市役所3階

大会議室で開催されました。坂本修一教育長は、地域の皆様による学校

への支えが子どもたちのスポーツ、文化・芸術における成果につながっ

ていることに言及したうえで、「何よりうれしいのは多くの子どもたち

が安全で安心な、落ち着いた毎日を過ごすことができていること」と学

校支援ボランティア活動へのご尽力に感謝の念を表明する挨拶をいたし

ました。続いて、高木孝輔指導主事から

学校教育の現状と町田市学校支援ボラン

ティアの取り組みについて、2021年度の全小中学校のコミュニティ

ースクール移行までを見通した上での説明がありました。今年度の感

謝状は41名の皆様と8団体、計４9の個人・団体の皆様

に、坂本修一教育長からおひとりおひとりへのお礼の一言

とともに贈呈させていただきました。 

受け取られた皆様を代表して2名の方からご挨拶をいた

だきました。金井中学校の2年生が職場体験の前に学ぶマ

ナー教室で、指導を担当してくださっている廣瀬弘子様は
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「子どもたちが将来大きくなって枝、葉をのばす

ときにその葉の1枚にでもなればとの思いでいま

す」とご挨拶されました。また、町田第一小学校

で6年生が学ぶキャリア教育「いろいろな職業の

方にお話を聞こう」に、ケーキ作りの技を披露

し、「働く」ことの大変さや大切さをお話してくださるパティシエを派遣いただいている学校法人榎

本学園町田調理師専門学校の榎本美千代様にご挨拶いただきました。 

続いて小中 2校のボランティアコーディネーターからそれぞれの取

り組みが報告され、最後に北澤英明学校教育部長が「子どもたちを取

り巻く環境は複雑で多様化しており、様々な課題を解決してゆくこと

が求められているが、その重要な一つが地域学校協働活動であり、一

層のご支援を賜りたい」と締めくくり、町田市学校支援ボランティア

感謝状贈呈式は閉式となりました。 

 

町田市学校支援ボランティア感謝状贈呈式で２校のＶＣの実践報告が行われました。 

忠生中学校  黒尾てるみVC 

 忠生中学校の学校支援ボランティア活動は、2年生職場体験事前学

習「働く人に学ぶ会」、読み聞かせ、部活動支援、学習環境整備、放

課後学習会「忠生塾」などさまざまに進められています。特に、生徒

と一緒に作業・活動し、毎年コンクールで好成績を挙げる花壇つく

り、また手作りの笛「コカリナ」の演奏を生徒と一緒にする部活動支

援は忠生中学校らしい特色のある活動です。「数学がおもしろくなっ

た」、「テストの点数が上がった」などの声が寄せられる放課後学習

会ですが、教員とのつながりを強めて生徒ひとりひとりの課題を踏まえての支援ができるようにする

工夫や、支援が必要な生徒が参加できる、より多くの生徒が参加できるようにする開催の仕方の工夫

をしながら進めています。 

初めて地域に声かけしたときにすぐに応じてくださった方々の存在に、子どもたちに関わろうとお

考えの方々がこんなに地域にいらっしゃるのだと新鮮な驚きを感じました。以後、VCとして何ができ

るのかを常に考えてきましたが、生徒・教員が移り変わっていく中で、地域の力で活動を支え、継続

させることが役割と考えています。 

小山田小学校  安藤栄子VC 遠藤光子VC  

「小山田でしかできない、小山田だからできる」学校支援を進めています。サツマイモ植えや稲作 

などの農作業、環境保全活動、地域清掃、さまざまな福祉学習、商店街見学、里山学習や竹炭作りな 

どの郷土学習……と多岐に亘ります。これらは学校の教育活動として、年度初めに各学年の先生方と 



年間の活動計画を確認した上で、意図的・計画的に進められていま

す。また毎年、新規に着任された先生方にはVCの存在と役割、そし

て活動内容のあらましを知らせることを常としています。 

地域の方々や団体とのつながりも深く、協力・連携する団体・組織

は幼稚園、高齢者団体、諸福祉団体、商店、農業関係者・団体、様々

な事業所などとなっています。ある介護施設にお声かけをした際に

「近隣の皆さんとの接点を模索しているところでした」と応じていただきました。地域の力、地域の

隠れた力を学校につなぐことにも VCとして力を注いでいます。学校でご指導いただく方々には活

動・取組みの目的をしっかりお伝えし、ご理解いただくことが大切であり、活動を意味あるものにす

るものと考えています。また、活動に当たってご指摘いただいた注意事項を学校にしっかり伝えるこ

とも大切なことと考えています。さまざまに課題はありつつも、子どもたちの豊かな心と体を育むお

手伝いをしている責任と誇りを胸に、これからも活動を進めていきます。 

 

 東京都教育庁地域教育支援部生涯学習課が主催する地域学校協働活動推進フ

ォーラムが、2020年１月 2８日（火）午後１時 30分よりホテルラポール

千寿閣において、町田市内の関係者 159名を含め、全都から 35自治体

246名に上る参加により開催されました。テーマを「子供たちの教育活動を

豊かにする“学校運営協議会óと“地域学校協働活動”の一体的推進」とした

本年度のフォーラムは、一つに「平成 20年度から着実に地域学校協働活動を進めてきた町田市の取

組みを通して地域と学校の連携・協力の在り方について考える」、また一つに「地域学校協働活動の

展開の上に子供たちの教育活動や教育環境を豊かにするための学校運営協議会の設置及びその意義に

ついて理解を深め、各地域の実態に応じた今後の展開について考える」機会とするものであると主催

者大木琢課長は挨拶されました。 

第１部では町田市における地域学校協働活動の展開が、坂本修一教育長の挨拶で、また高木孝輔指

導主事からの取組みの経緯、現状そして向後の展望にも言及し

た説明で、紹介されました。更に、鶴間小学校の地域の人材・

教材を生かした取組みが工藤成校長、井上由美 VCによって紹

介され、町田第二中学校の地域と貢献し合う協働を目指す取組

みが 川篤校長と吉川晶子 VCによって紹介されました。その中で、「自分の住む地域や社会をよく

したいと思う」と回答する鶴間小学校の児童が９８％に達することは多くの方々に驚きをもって受け

止められ、同時に協働活動の意義を再認識するところとなりました。また、町田第二中学校の「生

徒・地域住民の全ての人々にプラスになるもの」を目指す活動は、中学校の進むべき方向についての

示唆を多くの方々が受けるところとなりました。 



第 2部では「『一体的推進』は、何を目指すのか」をテーマに、協議が進められました。文部科学 

省の岡貴子地域学校協働活動推進室長による基調提起は「共働き世帯の増加、高

い子どもの貧困率、社会への貢献意識の低下、教師の役割の増加」などの社会的

な背景から子どもたちが身につけるべき学力に

ついて、また学校がなすべき教育活動とそれを

実現するための方策・組織などについて言及する全面的な施策説明で

した。続くパネルディスカッションは「学校の“受援力”を高め、地

域の“応援力”を生かすために」をテーマに笹井宏益玉川大学教授の

コーディネートで進められました。パネラーの金木圭一町田市教育委員会指導室長は町田市での取組

みと向後の展望について説明し、金山滋美八王子市立松木中学校運営協議会長は学校運営協議会の実

際の紹介をし、小正和彦横浜市立みなとみらい本町小学校長は「学校がビジョンを持ち、それを共有

し、ネットワークを活かし、学校を支援する」コミュニティースクールの在り方を示しました。協議

の中で示された「政策論としては社会教育部門である学校支援地域本部と

学校教育部門であるコミュニティースクールを一体化してとらえ、制度を

どうするか、機能的に有効にするにはどうするかをしっかり考え、実施し

ていくこと」は学校が取り組むべき喫緊の課題です。 

 市内全小中学校の教育計画に基づく学校支援ボランティア活動ついての

パネル展示は、他区市の関係者には驚きをもたれると共に、活用できる参考の資料とされました。 

 

ᶁ Ϊ║₆   
南第一小学校では２月２５日（火）に3年生が、オリンピック・パラリンピックの競技種目を体験す

る授業として、町田市スポーツ推進委員の支援によるボッチャの競技の指導を受けました。ボッチャ

は、選手の投げたボール（イタリア語でボッチェ）が、中心点とな

るボールの近くに密集した数を競い合うスポーツです。日本は前回

のリオ大会で銀メダル、世界選手権でも銀メダルを獲得した強豪国

です。授業は3年生の学級ごとに、計3時間に亘って行われました。

まず、ボッチャの歴史と名称の由来、ルールの説明、投げるこつな

どを学んだ子どもたちは、二つのチームに分かれて実際に試合をし

ました。投げたボールを中心と

なる一箇所に密集させるのは思いのほかに難しく、投げる工夫をい

ろいろしながら試合に臨んでいました。回を重ね、ルールの理解が

深まるにつれ、相手チームのボールを弾き飛ばす相談を始めるチー

ムも見られました。体育館に響き渡る歓声の大きさに熱中する子ど

もたちの様子が察せられました。 

 オリンピック・パラリンピックの競技種目を児童に体験させたいとの要望を受けたVCが、地区統括

VCとも連携しつつ実施した体験授業です。当日の体育館での準備作業を全校朝会と重なる中で進めな

ければならない事態の調整をするなど、VCは様々な連絡・調整・運営をしました。 


